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決算状況 

2020年中期経営実行計画の進捗 



１．２０１７年度 決算状況 

１）決算の概況 

２）上期決算状況 

３）通期業績予想 

２．中期収益計画のアップデート 



１） 決算の概況 

 ２．通期は、増産基調は継続するものの、 

   車種・製品構成の変化や 

   諸経費の増加などにより減収減益 
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 １．中国、欧州での増産により増収の一方、 

   労務費、経費の増加などにより減益 



１．２０１７年度 決算状況 

３）通期業績予想 

２）上期決算状況 

１）決算の概況 

２．中期収益計画のアップデート 



  

２－１） ２０１７年度 上期決算状況 

【連結決算概要】 （億円） 
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* 親会社株主に帰属する当期純利益 

１６年度 
上期実績 

１７年度 
上期実績 

増減 

売上高 6,674  100% 6,723 100% 48 0.7% 

営業利益 361  5.4% 318 4.7% △42 △11.8% 

経常利益 360 5.4% 331 4.9% △29 △8.3% 

当期純利益*  132 2.0% 191 2.8% 58 44.1% 

 為替レート 
USﾄﾞﾙ 105円 111円 6円 円安 

ﾕｰﾛ 118円 126円 8円 円安 

1株当たり当期純利益 71円54銭 103円03銭 

1株当たり配当金 21円00銭 25円00銭 



  

２－２） ２０１７年度 上期決算状況 地域別生産台数 

シート生産台数 

  2016年度     2017年度 
     上期              上期 

連結全体 

（万台） 

日 本    北中南米   
アジア・ 
オセアニア 

欧州・ 
アフリカ 

（万台） 

359 365 

＋7 
＋1.8% 

157 151 

58 59 

111 112 

32 
44 

△6 
△3.7 % 

△1 
△1.3% 

＋2 
＋1.8% 

＋11 
＋34.5% 

※        をそれぞれ表示 
増減台数 
増減率 

セグメント別 
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17年度 
上期 

16年度 
上期 



  

２－３） ２０１７年度 上期決算状況 地域別売上高・営業利益 

(億円) (億円) 

1,390 1,440 

△50 
△1.4% 

＋50 
＋3.6% 

130 
[3.7%] 

70 
[2.0%] 

45 
[3.1%] 

58 
[4.2%] 

△59 
△45.6% △13 

△22.8% 

※[ ]内は営業利益率 

売上高         営業利益   

日 本 

北 中 南 米 

増減額 
増減率 
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3,485 3,535 

売上高         営業利益   

・シート生産台数減などによる減収 
・新製品開発費、将来に向けた取り組み 
      による諸経費の増加により減益 

減益要因 △59億円 

・新製品の生産準備費用 
・ハリケーン対応に伴う輸送費の 
             増加などにより減益 

減益要因 △13億円 

17年度 
上期 

16年度 
上期 

日 本 北 中 南 米 



  

２－３） ２０１７年度 上期決算状況 地域別売上高・営業利益 

(億円) (億円) 

売上高         営業利益   

アジア・オセアニア 
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売上高         営業利益   

＋43 
＋2.6% ＋26 

＋6.0% ＋36 
－ 

△4 
△2.6% 

1,677 
1,720 

178 
[10.6%] 

174 
[10.1%] 

△7 
[△1.6%] 

29 
[6.2%] 

441 468 

※[ ]内は営業利益率 

・主に中国での増産影響はあるものの 
・前年度の一時的な利益の減少など 
                  により減益 

減益要因 △4億円 

・欧州事業再編による不採算事業の整理 
・昨年立ち上げた新規車種の増産影響 
                   により増益 

増益要因 ＋36億円 

増減額 
増減率 17年度 

上期 
16年度 
上期 

アジア・オセアニア 欧州・アフリカ 欧州・アフリカ 



  

２－４） ２０１７年度 上期決算状況 営業利益増減要因 

361 

（億円） 

△70 

合
理
化 

為
替
の
影
響 

製
品
価
格
変
動
の
影
響 

増
産
の
影
響 

営業利益 △42(△11.8%) 

 2016年度 
上期 

諸
経
費
の
増
加 

318 ＋57 

＋21 

＋2 

△52 
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 2017年度 
上期 

車
種
・製
品
構
成
変
化
の
影
響 

＋8 

生産変動＋29 合理化吸収△65 

そ
の
他 

△8 



１．２０１７年度 決算状況 

１）決算の概況 

３）通期業績予想 

２）上期決算状況 

２．中期収益計画のアップデート 



３－１） ２０１７年度 通期業績予想 

  【連結決算 通期業績予想】 （億円） 
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* 親会社株主に帰属する当期純利益 

１７年度 
通期予想(4月28日) 

１７年度 
通期予想(最新) 

１６年度 
通期実績 

増減 
(17最新-16実績) 

売上高 13,000 100% 13,500 100% 13,579 100% △79 △0.6% 

営業利益 600 4.6% 630 4.7% 719 5.3% △89 △12.4% 

経常利益 600 4.6% 640 4.7% 772 5.7% △132 △17.1% 

当期純利益*  380 2.9% 400 3.0% 453 3.3% △53 △11.8% 

1株当たり当期純利益 204円62銭 215円39銭 244円28銭 

1株当たり配当金 50円00銭 50円00銭 50円00銭 

 為替レート 

USﾄﾞﾙ 105円 111円 108円 3円 円安 

ﾕｰﾛ 115円 128円 119円 9円 円安 



  

３－２） ２０１７年度 通期業績予想 地域別生産台数 

2016年度 

＋15 
＋2.0% 

726 741 
＋2 

＋0.8% 

△5 
△4.1% 

＋2 
＋0.9% 

＋15 
＋20.3% 

316 318 

114 118 

220 

90 

218 

75 

2017年度 

シート生産台数 

連結全体 セグメント別 

日 本    北中南米   
アジア・ 
オセアニア 

欧州・ 
アフリカ 

（万台） （万台） 

※        をそれぞれ表示 
増減台数 
増減率 
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17年度 16年度 



  

３－３） ２０１７年度 通期業績予想 地域別売上高・営業利益 

(億円) (億円) 

2,954 
2,750 

△204 
△6.9% 

230 
[3.2%] 155 

[2.1%] 
105 

[3.8%] 

132 
[4.5%] 

△75 
△32.9% △27 

△20.9% 

※[ ]内は営業利益率 

売上高         営業利益   

日 本 

北 中 南 米 

増減額 
増減率 
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7,350 
7,186 

売上高         営業利益   

・シート生産台数増はあるものの 
・新製品開発費、将来に向けた取り組み 
      による諸経費の増加により減益 

減益要因 △75億円 

・車種・製品構成変化の影響 
・新製品の生産準備費用 
               などにより減益 

減益要因 △27億円 

17年度 16年度 

＋163 
＋2.3% 

日 本 北 中 南 米 



  

３－３） ２０１７年度 通期業績予想 地域別売上高・営業利益 

(億円) (億円) 

売上高         営業利益   

アジア・オセアニア 

欧州・アフリカ 
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売上高         営業利益   

△26 
△0.8% 

＋43 
＋4.7% 

＋37 
＋168.8% 

△21 
△6.5% 

3,276 
3,250 

331 
[10.1%] 

310 
[9.5%] 

22 
[2.5%] 

60 
[6.3%] 

906 950 

※[ ]内は営業利益率 

増減額 
増減率 

・主に中国での車種構成変化の影響 
・前年度の一時的な利益の減少など 
                  により減益 

減益要因 △21億円 

・欧州事業再編による不採算事業の整理 
・昨年立ち上げた新規車種の増産影響 
                   により増益 

増益要因 ＋37億円 

増減額 
増減率 

17年度 16年度 

アジア・オセアニア 欧州・アフリカ 



３－４） ２０１７年度 通期業績予想 営業利益増減要因 

  

 2016年度実績  2017年度予想 

（億円） 
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630 

諸
経
費
の
増
加 

＋33 

＋155 
△125 

車
種
・製
品
構
成
変
化
の
影
響 

合
理
化 

＋17 

製
品
価
格
変
動
の
影
響 

増
産
の
影
響 

△106 

そ
の
他 

△72 

営業利益 △89(△12.4%) 

為
替
の
影
響 

生産変動△60 合理化吸収△42 

＋13 

新
製
品
の
効
果
（提
供
価
値
向
上
） 

一時的な 
利益の減少 △40 

成長戦略予算の 
増加 △50 

719 

△4 



8 9 9 15 21 2510 9 9
15

29 25

157 126 52

39

453 400253 288 323
594

719 630

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度（予想）

配当金(円)
営業利益(億円)
親会社株主に帰属する当期純利益(億円)

  

３－５） ２０１７年度 通期業績予想 株主還元 

 ・17年度は16年度と同様に50円を予定 

 ・連結業績などを総合的に勘案し、長期安定的な配当を継続   

18 

30 

18 18 

50 50 

中間 

期末 
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配当金および営業利益、当期純利益の推移 



３－６） ２０１７年度 通期業績予想（上・下別） 
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売上高 

営業利益 

１７年度予想 

上期（実績） 下期 通期 

日本 3,485 3,865 7,350 

北中南米 1,440 1,310 2,750 

アジア・オセアニア 1,720 1,530 3,250 

欧州・アフリカ 468 482 950 

（億円） 

１７年度予想 

上期（実績） 下期 通期 

日本 70 2.0% 85 2.2% 155 2.1% 

北中南米 45 3.1% 60 4.6% 105 3.8% 

アジア・オセアニア 174 10.1% 136 8.9% 310 9.5% 

欧州・アフリカ 29 6.2% 31 6.4% 60 6.3% 

（億円） 

連結全体 6,723 6,777 13,500 

連結全体 318 4.7% 312 4.6% 630 4.7% 



１．２０１７年度 決算状況 

１）決算の概況 

３）通期業績予想 

２）上期決算状況 

２．中期収益計画のアップデート 



２． 中期収益計画のアップデート 
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収益イメージ 

2014年度 

[シート新製品投入数] 

11 

  

  
■ 2017年度は、新製品投入の谷間。将来の成長のための先行投資・開発を推進 

■ 2018年度から新製品投入と事業構造改革により収益水準を向上 

2016 

12 5 

594 

2017 

719 

630 

2018 2020 

新製品効果 

一時的な利益 

2019 

従来品 新製品 

価格 
下落 

商品力 
 向上 

新製品 
効果 

事業構造 
改革 

15 9+α 16 

提供価値の向上 
事業構造の強化 

700+α 

2015 

■ 基礎的な収益力は、300億円程度 → 630億円へ向上 

[新製品シート台数] 
17 

78万台 

営
業
利
益 

120 98 

323 

12 69 120 128 

円安の影響 
 (16年度比) 

提供価値の向上 
事業構造の強化 

提供価値の多面化 
事業領域の拡大 

 

提供価値の多面化 
事業領域の拡大 



決算状況 

2020年中期経営実行計画の進捗 



15/27 

2020年中期経営実行計画の基本的な考え方  

企業価値向上の成果をステークホルダーに還元するとともに、持続可能な 

成長に向けた再投資により、中長期的にステークホルダーの期待に応える 

成長への投資 

持続可能な成長 成果の還元 

2016 
年度 

企
業
価
値
の
向
上 

国際社会 
地域社会 

お客さま 
株主・ 
投資家 

社員 サプライヤー 

経済的価値の向上 

経
済
的
価
値 

経営基盤の強化 

▼ 

競争力の強化 

社
会
的
価
値 

提供価値の多面化 

事業領域の拡大 

社会との調和ある成長 社会的価値への貢献 
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2020年中期経営実行計画のグローバル共有  

 世界各事業体リーダーなど約250名参加 

・中期経営実行計画の進捗と今後の 

  方向性をグローバルに共有する 

・トヨタ紡織の未来のあり方やその実現に 

  向け、更に議論を深め、実効性を高める 

『グローバルウィーク』開催(7/10-13) 

 ＜主なプログラム＞ 

 ・トップメッセージ（中期経営実行計画の考え方） 

 ・未来エキスポ（未来の製品・工場） 

 ・未来に向けた働き方議論 

 ・各事業本部 戦略議論 

 ・安全、品質、モノづくり体感 など 

＜ねらい＞ 



2020年中期経営実行計画の進捗 

渉外広報部 

1 社会との調和ある成長 

3 中長期的な企業価値向上と成果の還元 

2 持続可能な成長 

① 競争力の強化 

② 経営基盤の強化 



2020年中期経営実行計画の進捗 

渉外広報部 

1 社会との調和ある成長 

3 中長期的な企業価値向上と成果の還元 

2 持続可能な成長 

① 競争力の強化 

② 経営基盤の強化 



2020年中期経営実行計画の進捗 

競争力の強化 

1) QUALITY OF TIME AND SPACE の追求 

2) モビリティー空間の快適性の追求 

3) コア技術を融合した事業領域の拡大 

4) モノづくりの革新 

5) グローバル最適生産体制に向けた再編 
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2020年中期経営実行計画の進捗 

世界中のお客様に最高のモビリティーライフを提案し続ける会社 

QUALITY OF TIME AND SPACE  
全てのモビリティーへ“上質な時空間”を提供 

光・音 

空気 

人間研究 

「快適価値」の提案を主導し世の中をリード 

安全 環境 
提供価値の多面化 

事業領域の拡大 

事業におけるありたい姿 

1) QUALITY OF TIME AND SPACE の追求 

デザイン 

競争力の強化 
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2020年中期経営実行計画の進捗  

快適 

環境 安全 

インターシティゾーン向けコンセプト コミュニティゾーン向けコンセプト 

一人ひとりのお客様にあわせた快適を提供 新たな体験を生み出すコト創りを提供 

パーソナル温調システム、注意喚起デバイス 
マルチマテリアル構造、人間特性研究 

音声認識ＨＭＩ、健康的な着座姿勢 
音・光・香りの協調システム  

事例紹介 変化するお客様の使用シーンに応じた快適時空間を提供 

競争力の強化 

2) モビリティー空間の快適性の追求 

リラックス パーソナル コミュニケーション 移動中 停車中 
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2020年中期経営実行計画の進捗  

優れたＮＶ技術 高付加価値製品の創出 

より質の高いＮＶ対策提案 

実車のNV性能 評価・解析やシミュレーションを実施 

自動車用内装のトータル開発 

2017年度中に、ＮＶ※ 評価・解析を行う ATN Auto Acoustics㈱を設立 
※ 「Noise（騒音）, Vibration（振動）」の略称で、自動車の快適性をあらわす性能のひとつ 

MIRAI 

2) モビリティー空間の快適性の追求 

Autoneum、日本特殊塗料㈱と合弁会社を設立へ 

競争力の強化 

快適なモビリティー空間づくりに重要な、「音」の技術を強化 

次世代自動車（FCV,EV） 
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2020年中期経営実行計画の進捗  

２) モビリティー空間の快適性の追求 

【フロントシート】 最上級のサポートを提供 

競争力の強化 

・体格や好みに合わせて、 
 最適なサポート位置をきめ細かく設定 
（28Way） 

・新型レクサスＬＳの内装システムサプライヤー 
 として、室内全体をコーディネート。 
 レクサスのフラッグシップセダンにふさわしい、 
 極上のくつろぎ空間を実現 

新型LEXUS LS 

・長時間の運転でも快適性を確保 
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2020年中期経営実行計画の進捗 競争力の強化 

パワーソースの移行 

（年度） 
2015 2020 2025 2030 

FCV/EV向けの電池関連製品の強化 

HV/EV向けのモーターコアの拡販 
Hybrid 

FCV/EV 

既存 

エンジン 

生産台数 

(グローバル市場) 

MIRAI FC/ＥＶ 

CROWN New Hybrid 

※自社調べ 

3) コア技術を融合した事業領域の拡大(ユニット部品事業) 

現状 将来 

現状 将来 
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2020年中期経営実行計画の進捗 

作業配分・レイアウト評価 VRを使ったエルゴ評価 

競争力の強化 

4) モノづくりの革新 

設備情報の解析トライ(兆候管理) 

猿投工場 モデル設備 

モー
ター 

モー
ター 

モー
ター 

センサ- 

信号発信器 

センサ- 

設備情報見える化 

設備情報収集・見える化 

設備情報(温度) 

設備情報(振動） 

信頼 安心 

愛着 

デジタルエンジニアリングを活用した、生産・製造準備の効率化 

生産ネットワーク基盤構築（ＴＢインダストリー4.0） 

次世代生産システムの構築 



2020年中期経営実行計画の進捗 
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5) グローバル最適生産体制に向けた再編 

シートトラック・ロアアーム組み立てからシート組み立てまでの一貫生産 

Ａ社より完成品状態で 
各シート組立工場へ供給 

将来構想を基本に順次組立工程を 
シート組立工場へ再編し一貫生産化 

トヨタ紡織九州(2018/7～) 

 トヨタ紡織猿投工場(2017/1～) ｼｰﾄﾄﾗｯｸ  

ﾛｱｱｰﾑ 

北米 

日本 
中間在庫の低減 

従来 一貫生産 

輸送コストの低減 スペースの低減 

従来 一貫生産 従来 一貫生産 

競争力の強化 

シート骨格事業統合のシナジー効果の最大化 

A社 A社 



2020年中期経営実行計画の進捗 

シート機能部品の内製化 
（①モーターwithギア ②パワーリクライニング） 
⇒ 日本で2017／８～ 生産開始 

5) グローバル最適生産体制に向けた再編 

競争力の強化 
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① 

② 

■モーターwithギアへの取組み 

従来組立工程 

・コンパクト化 
・省スペース技術 
・自働化 

新規組立工程 

工程サイズの低減 

100 

従来  新ライン 

人員の低減 

100 

従来  新ライン 

ミニマム投資で競争力のある組付けラインを実現 

■中国で現地生産を開始（2018/9～） 

シート骨格事業統合のシナジー効果の最大化 



トピックス 
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 ※１チーム２名の選手が連携して、工場自動生産設備を模した装置の設計、組み立て、 

   調整、プログラミングや保守を競う 

第４４回技能五輪国際大会（アブダビ開催）  

 メカトロニクス職種※で金メダル獲得 
 

３７ヶ国の代表チームが出場 

・国際大会初出場で初の金メダル 

・日本の全出場選手の中の最優秀選手である、 

 「ベストオブネイション」にも選出 



2020年中期経営実行計画の進捗 

1 社会との調和ある成長 

3 中長期的な企業価値向上と成果の還元 

2 持続可能な成長 

① 競争力の強化 

② 経営基盤の強化 
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2020年中期経営実行計画の進捗 中長期的な企業価値向上と成果の還元 

企業価値向上の成果をステークホルダーに還元するとともに、持続可能な 

成長に向けた再投資により、中長期的にステークホルダーの期待に応える 

成長への投資 

持続可能な成長 成果の還元 

2016 
年度 

企
業
価
値
の
向
上 

国際社会 
地域社会 

お客さま 
株主・ 
投資家 

社員 サプライヤー 

経済的価値の向上 

経
済
的
価
値 

経営基盤の強化 

▼ 

競争力の強化 

社
会
的
価
値 

提供価値の多面化 

事業領域の拡大 

社会との調和ある成長 社会的価値への貢献 
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中長期的な企業価値向上と成果の還元 

経営管理体系の構築 

企業価値の向上に経営層から現場まで一貫した取り組みを確保 

企業価値 経済的価値 社会的価値 ＝ ＋ 

成長性 

収益性 

利益成長 
安全性 
資産効率 

資本効率(対株主) 

プロジェクト指標 

製造生産性指標 

本社機能指標 

収益コア事業 

成長戦略事業 

事業競争力 

コーポレート競争力 

中期経営実行計画の 
進捗・成果 

目標管理の階層化・ツリー化 

お客様 

社会 

株主 

従業員 

取引先 

：快適な時空間の提供 

：環境保護・社会貢献 

：ガバナンス 

：働き方満足度 

：公平な取引・共存共栄 

＋納税 

＋配当 

＋報酬 

全 社 
(経営層) 

製品事業本部 

地域本部 

機能領域 

コーポレート 

センター 

工場・事業体 

部・室 

競争力KPI：組織能力指標 

事業KPI：成果ドライバー指標 

財務KPI：純資産増減額 ステークホルダーKPI 

経済的価値（価値創造） 社会的価値（貢献 ＋ 成果還元） 



＜注意事項＞ 

本資料に記載されている将来に関する業績予想は、現時点で入手可能な情報に 

基づき当社が判断した予想値であり、不確実性やリスクを含んでおります。 

そのため 実際の結果は様々な要因によって業績予想と異なる可能性があります。 


